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令
和
と
な
っ
て
二
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
昨
年
は
猛
暑
・
台
風
と
自
然
の
厳

し
さ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
年
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
特
に
昨
秋
の
台
風
と
大
雨

で
は
、
各
地
に
大
き
な
被
害
が
出
て
し

ま
い
ま
し
た
。
同
窓
会
会
員
の
中
で
被

害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に
心
か
ら
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
毎
年
開
催
さ
れ
る
「
同
窓
会

総
会
」
は
ご
存
じ
の
よ
う
に
当
番
学
年

制
で
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
二
〇
二
〇

年
は
、
卒
年
に
０
の
付
く
学
年
が
当
番

と
な
り
ま
す
。
昨
年
の
総
会
に
は
、
最

高
齢
は
昭
和
二
十
九
年
卒
の
同
窓
生
か

ら
平
成
十
九
年
卒
の
同
窓
生
ま
で
、
実

に
年
齢
差
五
十
年
を
超
え
た
会
員
が
出

席
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
一
二
〇
年

を
超
え
る
伝
統
の
母
校
だ
か
ら
こ
そ
の

同
窓
会
総
会
で
あ
る
と
実
感
し
ま
し

た
。
初
め
て
総
会
に
出
席
さ
れ
た
新
会

員
は
大
先
輩
の
パ
ワ
ー
に
驚
い
て
お
り

ま
し
た
が
、
そ
の
姿
に
大
い
に
刺
激
を

受
け
、
橘
高
校
同
窓
生
と
し
て
誇
り
を

持
て
た
の
で
は
と
思
い
ま
し
た
。ま
た
、

福
女
時
代
の
卒
業
生
は
出
席
者
の
会
員

の
中
に
橘
高
校
卒
業
の
男
子
会
員
の
姿

を
見
て
母
校
の
変
化
を
感
じ
た
よ
う
で

し
た
。
こ
の
つ
な
が
り
が
同
窓
会
の

大
き
な
役
目
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

日
々
の
忙
し
い
生
活
の
中
で
、
十
年
に

一
度
回
っ
て
く
る
当
番
学
年
の
年
に
は

ぜ
ひ
高
校
時
代
を
思
い
出
し
て
、
総
会

に
出
席
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

こ
の
当
番
学
年
に
な
っ
た
時
に
、
会

員
の
皆
様
へ
ご
連
絡
す
る
基
に
な
る
の

が
、
今
回
十
年
ぶ
り
に
発
行
い
た
し
ま

し
た
「
同
窓
会
名
簿
」
で
す
。
毎
年
発

行
の
会
報
「
同
窓
」
を
お
届
け
す
る
の

に
も
大
変
重
要
な
名
簿
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
発
行
に
当
た
り
、
会
員
の
皆
様

に
は
多
大
な
ご
協
力
を
賜
り
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
個
人
情
報

の
扱
い
に
不
安
を
覚
え
る
と
の
ご
意
見

等
ご
心
配
を
お
か
け
し
た
こ
と
が
あ
っ

た
か
と
思
い
ま
す
が
、
紙
面
を
お
借
り

し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
何
卒
ご

理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
名
簿
発
行
を
機
に
会
員
の
交

流
が
ま
す
ま
す
活
発
に
な
る
こ
と
を
心

か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

同
窓
会
に
よ
せ
て

同
窓
会
会
長
　
坪
　
井
　
有
　
子
　

（
昭
和
41

年
卒
）

母校シリーズ（25）　「スポーツ大会開会式風景」
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総

会

報

告

■令和元年度 福島県立橘高等学校同窓会 一般会計予算書
収入金額　2,301,690円 自　平成31年４月１日
支出金額　2,301,690円 至　令和２年３月31日

収　　入 （単位：円）
項　　目 予算額 前年度予算額 比較増減 摘　　　　　要
会　　　費 1,820,000 1,820,000 0 同窓会費6,500円×280名
雑　収　入 10,000 10,000 0 利息、寄付金
繰　越　金 471,690 657,438 △185,748
合　　計 2,301,690 2,487,438 △185,748

支　　出 （単位：円）
項　　目 予算額 前年度予算額 比較増減 摘　　　　　要
会　議　費 10,000 10,000 0 役員会会議費等
総　会　費 150,000 150,000 0 総会要項・ポスター等
助　成　費 780,000 700,000 80,000 全国大会出場助成、看板、卒業記念品等
慶　弔　費 100,000 100,000 0 慶弔、支部総会祝金等
通　信　費 30,000 30,000 0 切手、はがき代等
旅　　　費 20,000 60,000 △40,000 支部総会等旅費
事　務　費 500,000 500,000 0 事務用品、事務作業手当等

維　持　費 560,000 560,000 0
セミナーハウス維持管理費
280名×2,000円

積　立　金 120,000 320,000 △200,000
予　備　費 31,690 57,438 △25,748
合　　計 2,301,690 2,487,438 △185,748

（執行にあたっては項目間の流用を認めるものとする）

　

令
和
元
年
度
同
窓
会
総
会
は
、
六
月

二
十
二
日
㈯
福
島
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
に

て
、
招
待
者
の
恩
師
・
母
校
教
職
員
・
各

支
部
代
表
・
新
幹
事
・「
九
」
の
つ
く
当

番
学
年
等
、
総
勢
二
百
八
十
六
名
の
参
加

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

坪
井
有
子
同
窓
会
会
長
、
吉
村
淳
母
校

校
長
の
挨
拶
、
来
賓
紹
介
に
続
き
、
議
事

に
入
り
ま
し
た
。
平
成
三
十
年
度
事
業
報

告
、
決
算
・
監
査
報
告
、
令
和
元
年
度
事

業
計
画
案
、
予
算
案
の
審
議
が
な
さ
れ
、

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
当
番
学
年
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
は
、八
島
珠
子
さ
ん
（
平
成
三
年
卒
）

の
チ
ェ
ロ
演
奏
で
し
た
。
ピ
ア
ノ
伴
奏
は

鈴
木
桂
子
さ
ん
（
昭
和
五
十
九
年
卒
）
が

担
当
さ
れ
ま
し
た
。
す
ば
ら
し
い
音
色
に

出
席
者
全
員
が
感
動
い
た
し
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
十
一
月
の
本
校
教
諭
の
不
祥

事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
同
窓
生
の
皆
さ
ま

方
に
ご
心
配
と
ご
不
快
の
念
を
い
だ
か
せ

ま
し
た
こ
と
を
、
本
紙
面
を
お
借
り
し
ま

し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
事
件

を
教
訓
と
し
て
、
今
後
教
職
員
一
同
決
意

を
新
た
に
、
橘
高
校
が
よ
り
よ
く
評
価
さ

れ
る
よ
う
、
頑
張
っ
て
い
く
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
さ
ま
方
の
ご
支
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
私
は
今
年
度
も
一
、二
年
の
生

徒
全
員
と
個
人
面
談
を
行
い
ま
し
た
。
今

年
は
五
月
か
ら
十
二
月
ま
で
、
二
年
生
か

ら
は
じ
め
て
、
時
間
は
か
か
り
ま
し
た
が

全
員
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
生

徒
の
生
の
声
を
聞
く
こ
と
で
、
生
徒
目
線

で
学
校
運
営
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
に
も
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
校
長
と
し

て
は
当
然
と
思
っ
て
い
る
こ
と
で
も
、
生

徒
目
線
で
は
そ
う
な
っ
て
い
な
い
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
二
年
生
の
男
子
が
面
接

が
終
わ
っ
た
後
に
校
長
に
折
り
入
っ
て
話

が
あ
る
と
い
う
。何
の
話
か
と
聞
く
と「
一

年
生
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
場
所
を
知
っ
て

い
ま
す
か
。
ま
だ
理
解
し
て
い
な
い
と
思

う
。」
と
の
こ
と
で
し
た
。
私
は
体
育
教

官
室
の
前
に
設
置
さ
れ
て
い
て
、
生
徒
は

当
然
全
員
知
っ
て
い
る
と
思
い
込
ん
で
い

ま
し
た
。「
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
皆
が
見
え
る
と

こ
ろ
に
設
置
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
し
、

も
う
一
台
設
置
し
て
ほ
し
い
。」
と
彼
は

要
望
し
ま
し
た
。
心
肺
停
止
状
態
な
ど
心

臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
す
る
緊

急
時
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
全
員

が
わ
か
ら
な
け
れ
ば
駄
目
だ
と
感
じ
ま
し

た
。
新
し
い
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
購
入
し
て
、
全
員

が
わ
か
る
場
所
、
生
徒
昇
降
口
前
に
設
置

し
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
度
も
同
窓
生
の
皆
さ
ま
か

ら
、
戦
前
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
や
寄
贈
本
な

ど
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
と
も
母
校
へ

の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

恩
師
の
挨
拶
・
乾
杯
の
後
、
懇
談
・
会

食
へ
と
進
み
、
懐
か
し
い
再
会
に
話
が
弾

み
ま
し
た
。
楽
し
い
時
間
が
流
れ
、
皆
十

生

徒

目

線

校
　
長
　
吉
　
村
　
　
　
淳
　

■平成30年度 福島県立橘高等学校同窓会 一般会計決算書
収 入 金 額　2,774,464円 自　平成30年４月１日
支 出 金 額　2,302,774円 至　平成31年３月31日
次期繰越金　　471,690円

収　　入 （単位：円）
項　　目 予算額 決算額 比較増減 摘　　　　　要
会 　 費 1,820,000 1,826,500 6,500 6,500円×280名、転入生分
雑 収 入 10,000 290,526 280,526 利息、寄付金￥290,515
繰 越 金 657,438 657,438 0

合　　計 2,487,438 2,774,464 287,026

支　　出 （単位：円）
項　　目 予算額 決算額 比較増減 摘　　　　　要
会 議 費 10,000 7,220 △2,780 役員会会議費等
総 会 費 150,000 150,000 0 総会要項、ポスター等
助 成 費 700,000 662,340 △37,660 全国大会出場助成、看板代、卒業記念品等
慶 弔 費 100,000 86,286 △13,714 慶弔、支部祝金等
通 信 費 30,000 24,700 △5,300 切手、はがき代等
旅 　 費 60,000 56,000 △4,000 支部総会等旅費
事 務 費 500,000 343,713 △156,287 事務用品、事務作業手当等
維 持 費 560,000 562,000 2,000 セミナーハウス維持管理費
積 立 金 320,000 410,515 90,515 積立金￥120,000、寄付金￥290,515
予 備 費 57,438 0 △57,438
合　　計 2,487,438 2,302,774 △184,664

　監査いたしました結果、会計は適正に執行され、上記のとおり相違ないことを認めます。

　　平成31年４月３日 監査　橘　　　洋　子　　　　誉　田　文　子　　　

新校歌を歌う新幹事のみなさん（Ｈ31卒）

八島珠子さん（Ｈ３卒）チェロ演奏とピアノ伴奏の鈴木桂子さん（Ｓ59卒）

年
後
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
散
会
と
な
り

ま
し
た
。
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◎
ご
遺
志
金

　

昭
和
29
年
卒 

鈴
木
（
小
林
）
厚
子
様

 

金
三
〇
、〇
〇
〇
円

　

昭
和
48
年
卒 

大
和
田（
重
川
）恵
美
様

 

金
一
〇
、〇
〇
〇
円

◎
寄
贈
品

　

昭
和
47
年
卒 

神
（
鈴
木
）
桂
子
様

　

著
書
「
３
・
11
あ
の
時
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
」

　

昭
和
47
年
卒 

藤
田
（
阿
部
）
美
智
子
様

　

著
書　

歌
集
「
徒と
ち
や
う
し

長
枝
」

寄
付
金
・
寄
贈
品
紹
介

お
　
慶
　
び

◎
昭
和
47
年
卒 

藤
田（
阿
部
）美
智
子
様

　

第
67
回
福
島
県
短
歌
祭
県
知
事
賞

◎
昭
和
49
年
卒 

大

塚

真

理
様

　

改
組
新
第
６
回
日
展
第
５
科
書
入
選

◎
昭
和
49
年
卒 

初
澤
（
小
山
）
喜
子
様

　

薬
剤
功
労
者
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

◎
平
成
25
年
卒 

山

下

航

平
様

　

第
百
三
回
陸
上
日
本
選
手
権

　

男
子
三
段
跳
優
勝

◎
平
成
25
年
卒 

服　

部　

美
南
子
様

　

第
72
回
県
文
学
賞　

小
説
・
ド
ラ
マ
部
門

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　〈
客
　
員
〉

安
藤　
　

昇　

先
生 

令
元
・
６
・
30

橋
本
お
き
子　

先
生（
飯
澤
） 

平
28
・
12
・
６

大
槻　

秀
夫　

先
生 

平
11
・
４
・
６

菅
野　

節
子　

先
生 

平
27
・
12
・
17

陸　
　
　

勤　

先
生 

平
28
・
５
・
11

鶏
徳　
　

敬　

先
生 

令
元
・
６
・
７

今
野　

雅
益　

先
生 

平
31
・
１
・
19

鈴
木　

富
男　

先
生 

平
28
・
４
・
20

髙
橋　

春
光　

先
生 

平
29
・
７
・
７

田
村　

忠
煇　

先
生 

平
30
・
９　

西
村
嘉
太
郎　

先
生 

令
元
・
８
・
29

門
間　

与
七　

先
生 

平
26
・
９
・
13

山
崎　

憲
一　

先
生 

令
元
・
７
・
17

渡
辺
伊
知
朗　

先
生（
一
郎
） 

平
20
・
８
・
８

安
孫
子
清
七　

先
生 

令
元
・
12
・
11

　〈
会
　
員
〉

昭
４
卒 

田
丸　

ユ
リ（
斉
藤
） 

平
29
・
１
・
17

昭
５
卒 

臼
田　

初
枝 

平
29
・
11
・
16

昭
７
卒 

添
田　

か
ね（
阿
部
） 

平
29
・
10
・
30

昭
８
卒 

広
瀬　
　

敏（
後
藤
） 

平
29
・
５
・
31

昭
８
卒 

平
野　

伊
勢（
三
浦
） 

平
30
・
８
・
10

昭
９
卒 

光
野　

ミ
ツ（
光
野
） 

平
30
・
10
・
10

昭
９
卒 

江
藤
美
代
子（
両
角
） 

平
31
・
１
・
３

昭
９
卒 

阿
部
カ
ホ
ル（
阿
部
） 

平
31
・
２
・
20

昭
９
卒 

佐
藤　

ト
シ（
大
橋
） 

平
30
・
７
・
27

昭
９
卒 

鹿
俣　

登
志（
吉
田
） 

平
29　
　
　

昭
10
卒 

佐
藤
千
鶴
子（
小
檜
山
） 

平
30
・
11　

昭
10
卒 

穂
積　

ア
イ（
宗
川
） 

平
30
・
12
・
１

昭
10
卒 

笹
木　

文
子（
瓶
子
） 

平
29
・
３
・
20

昭
10
卒 

増
田　

ち
か（
増
田
） 

令
元
・
５
・
27

昭
10
卒 

伹
野　

フ
ミ（
岩
崎
） 

平
30
・
３
・
25

昭
10
卒 

村
上　

京
子（
高
橋
） 

平
30
・
２
・
17

昭
11
卒 

佐
藤　

キ
ミ（
佐
藤
） 

令
元
・
11
・
９

昭
11
卒 

武　
　
　

衣（
阿
部
） 

平
31
・
２
・
７

昭
11
卒 

石
沢　

泰
子（
村
島
） 

平
30
・
10
・
27

昭
11
卒 

金
子　

セ
ツ 

平
31
・
１
・
11

昭
11
卒 

赤
井
畑
フ
デ（
斎
藤
） 

平
31
・
１
・
27

昭
12
卒 

松
本
喜
代
子（
田
中
） 

平
30
・
５
・
４

昭
12
卒 

早
川　

さ
だ（
増
田
） 

平
29
・
３
・
21

昭
13
卒 

紺
野　

秀
子（
増
渕
） 

令
元
・
７
・
14

昭
13
卒 

遠
藤　

愛
子（
和
田
） 

平
30
・
８
・
19

昭
13
卒 

伊
東
富
美
子（
阿
部
） 

平
31
・
３
・
30

昭
13
卒 

大
谷　

泰
子（
二
階
堂
） 

平
30
・
11
・
５

昭
13
卒 

阿
部
百
合
子（
田
口
） 

令
元
・
５
・
８

昭
13
卒 

田
制　

良
子（
土
屋
） 

平
30
・
６
・
22

昭
14
卒 

鈴
木
マ
サ
子（
阿
部
） 

平
30
・
12
・
21

昭
14
卒 

佐
瀬　

邦
子（
佐
藤
） 

平
29
・
７
・
８

昭
14
卒 

伊
藤　

悦
子（
富
田
） 

平
30
・
12
・
29

昭
14
卒 

本
田　

松
子 

平
30
・
３
・
６

昭
14
卒 

高
松　

コ
ト（
熊
野
） 

平
30
・
６
・
18

昭
14
卒 

後
藤
た
に
ゑ 

平
29
・
12
・
１

昭
14
卒 

鈴
木　

マ
ス（
吉
田
） 

令
元
・
５
・
11

昭
14
卒 

須
藤　

京
子（
伊
藤
） 

令
元
・
５
・
15

昭
14
卒 

小
林　

利
子 

平
31
・
３
・
１

昭
14
卒 

吉
野　

芳
子（
斉
藤
） 

平
29
・
１
・
20

昭
15
卒 

黒
田
規
与
歌 

平
29
・
４
・
３

昭
15
卒 

百
澤　

康
子（
鈴
木
） 

平
30
・
３
・
13

昭
15
卒 

鈴
木
美
弥
子 

平
30
・
11
・
12

昭
15
卒 

菊
地
三
四
子（
丹
治
） 

平
29
・
２
・
８

昭
15
卒 

遊
坐　

敏
子（
赤
羽
） 

平
31
・
１
・
24

昭
15
卒 

武
智
多
美
子（
大
和
田
） 

平
30
・
５
・
１

昭
15
卒 

小
林　

恒
子（
遠
藤
） 

平
30
・
５
・
４

昭
15
卒 

荻
生　

シ
ゲ（
鈴
木
） 

平
30
・
11
・
２

昭
16
卒 

小
関　
　

静（
赤
井
畑
） 

平
30
・
９
・
７

昭
16
卒 

菅
野
サ
ダ
子（
大
河
内
） 

平
31
・
２
・
19

昭
16
卒 

栗
田　

愛
子（
渡
辺
） 

平
31
・
１
・
28

昭
16
卒 

渡
辺　

貞
子（
原
） 

平
30
・
７
・
28

昭
16
卒 

滝
沢　

タ
ミ 

平
31
・
２
・
７

昭
17
卒 

一
杉
美
恵
子（
大
槻
） 

平
31
・
３
・
６

昭
17
卒 

伊
藤　

咲
子（
佐
久
間
） 

平
30
・
３
・
22

昭
17
卒 

石
村　

ヒ
ロ（
八
島
） 

平
31
・
４
・
27

昭
17
卒 

鈴
木　

桂
子（
黒
沢
） 

平
31
・
１
・
14

昭
17
卒 

奥
村　

ト
シ（
斎
藤
） 

平
29
・
４
・
５

昭
17
卒 

宮
本　

静
江 

平
30
・
４
・
17

昭
17
卒 

佐
藤　

キ
ミ（
浦
井
） 

平
31
・
２
・
15

昭
17
卒 

加
知　

雅
子 

平
31
・
３
・
５

昭
17
卒 

宗
像　

千
鶴（
渡
辺
） 

平
30
・
11
・
８

昭
18
卒 

横
田　

英
子（
草
野
） 

平
30
・
11
・
23

昭
18
卒 

古
関　

喜
久（
三
浦
） 

平
29
・
４
・
18

昭
18
卒 

高
橋　

光
子（
尾
形
） 

平
30
・
４
・
１

昭
18
卒 

加
藤　

秀
子（
加
藤
） 

平
30
・
11　

昭
18
卒 

大
杉
美
意
子（
佐
久
間
） 

平
29
・
９
・
19

昭
18
卒 

渡
部　

景
子（
清
野
） 

平
29
・
６　

昭
18
卒 

笠
原　

秀
子（
島
崎
） 

令
２
・
１
・
22

昭
18
卒 

田
口　

秋
子（
栅
木
） 

平
31
・
２　

昭
18
卒 

舌
間
フ
ジ
子（
横
山
フ
ジ
コ
） 平
29
・
10
・
25

昭
18
卒 

菊
地　

チ
イ（
渡
辺
） 

令
元
・
５
・
23

昭
18
卒 

加
藤　

敏
子（
鈴
木
） 

平
31
・
３
・
27

昭
19
卒 

二
瓶　

基
枝（
丹
治
） 

平
30
・
３
・
13

昭
19
卒 

黒
沢
恵
美
子（
遠
藤
） 

平
30
・
６
・
２

昭
19
卒 

鴫
原　

末
子（
塩
沢
） 

平
30
・
７
・
21

昭
19
卒 

菱
沼　

美
子（
阿
部
） 

平
30
・
３
・
12

昭
19
卒 

玉
応　

和
子（
菅
野
） 

平
29
・
３
・
19

昭
19
卒 

須
藤
智
恵
子（
沢
田
） 

平
29
・
10
・
４

昭
19
卒 

吉
野　

春
子（
吉
野
） 

平
31
・
１
・
20

昭
19
卒 

佐
藤
美
津
子（
橋
本
） 

平
31
・
１
・
28

昭
20
卒 

阿
曾　

タ
マ 

平
30
・
５
・
21

昭
20
卒 

中
野　

弥
和（
太
田
） 

平
30
・
10
・
30

昭
20
卒 

鈴
木　

久
代 

平
29
・
10
・
27

昭
20
卒 

長
澤
美
津
子 

平
31
・
４
・
４

敬
　
　
　
弔

月
日

行
　
　
　
　
事

平
成
31
年

４

３
会
計
監
査

第
１
回
役
員
会

４

17

第
１
回
評
議
員
会

４

24

第
２
回
評
議
員
会
及
び

第
３
回
卒
年
に〝
９
〞の
つ
く
学
年
幹
事
会

第
１
回
会
報
編
集
委
員
会

令
和
元
年

５

15

第
３
回
評
議
員
会
及
び

第
４
回
卒
年
に〝
９
〞の
つ
く
学
年
幹
事
会

６

12

第
４
回
評
議
員
会
及
び

第
５
回
卒
年
に〝
９
〞の
つ
く
学
年
幹
事
会

６

22

令
和
元
年
度
同
窓
会
総
会

７

３
第
２
回
役
員
会

７

10

第
５
回
評
議
員
会
及
び

第
６
回
卒
年
に〝
９
〞の
つ
く
学
年
幹
事
会

７

24

母
校
管
弦
楽
部
定
期
演
奏
会
を
後
援

７

27

母
校
合
唱
部
定
期
演
奏
会
を
後
援

10

２
第
３
回
役
員
会

10

16

第
６
回
評
議
員
会

第
２
回
会
報
編
集
委
員
会

11

６
第
１
回
卒
年
に〝
０
〞の
つ
く
学
年
幹
事
会

第
３
回
会
報
編
集
委
員
会

12

４
第
４
回
会
報
編
集
委
員
会

令
和
２
年

１

８
第
５
回
会
報
編
集
委
員
会

１

15

第
６
回
会
報
編
集
委
員
会

１

22

第
７
回
会
報
編
集
委
員
会

１

29

第
８
回
会
報
編
集
委
員
会

２

５
第
２
回
卒
年
に〝
０
〞の
つ
く
学
年
幹
事
会

第
９
回
会
報
編
集
委
員
会

２

28

新
卒
業
生
の
同
窓
会
入
会
歓
迎
式

３

１
会
報
「
同
窓
」
第
70
号
発
行

（
全
同
窓
生
に
配
付
）

組

氏
　
名

組

氏
　
名

1

小
野
絵
理
奈

長
沼
　
汰
樹

5

鈴
木
日
向
子

吉
澤
　
祐
人

2

阿
部
　
夏
実

大
塚
　
遥
奈

6

吾
妻
　
歩
果

落
合
　
亮
斗

3

鈴
木
　
美
優

清
野
　
斗
磨

7

菅
野
ほ
の
か

穂
積
　
佳
奈

4

佐
藤
　
和
音

鈴
木
　
未
来

8

上
泉
　
怜
奈

綿
崎
　
美
羽

新
学
年
幹
事

■平成30年度同窓会協力金
 自　平成30年４月１日
 至　平成31年３月31日

◎収　　入 （単位：円）

項　　目 金　額 摘　要

協 力 金 3,359,196
預 金 利 息 74 普通預金利息

前 年 度 繰 越 金 8,841,745
合　　計 12,201,015

◎支　　出 （単位：円）

項　　目 金　額 摘　要

会報発行費　印刷代 599,550 25,000部

発送料 2,629,701 23,266通

需 用 費 15,905 卒業アルバム
事務局保存用

積 立 基 金 5,000,000 基金へ繰り入れ

合　　計 8,245,156

　収 入 金 額 12,201,015円
　支 出 金 額 8,245,156円
　次期繰越額 3,955,859円

　監査いたしました結果、会計は適正に執行
され、上記の通り相違ないことを認めます。

　　平成31年４月３日

監査　橘　　　洋　子　　

　　　　誉　田　文　子　　

■同窓会館たちばなセミナーハウス維持管理費報告
◎収　　入 （単位：円）

項　　目 予算額 決算額 比較増減 摘　　　要

会　　　費 560,000 562,000 2,000 2,000円×280名、
転入生分

雑　収　入 0 3,460 3,460 外部団体利用協力金
繰　越　金 7,896,402 7,896,402 0

合　　計 8,456,402 8,461,862 5,460

◎支　　出 （単位：円）
項　　目 予算額 決算額 比較増減 摘　　　要
維 持 経 費 500,000 309,559 △190,441 光熱水費、業者清掃等
施設維持管理費 7,956,402 0 △7,956,402
合　　計 8,456,402 309,559 △8,146,843

　収 入 金 額 8,461,862円
　支 出 金 額 309,559円
　次期繰越金 8,152,303円

■平成29年度同窓会積立金
積　　立　　金 2,018,733

■平成29年度同窓会基金
積 立 基 金 15,033,003円

同
窓
会
の
主
な
行
事

〈
令
和
元
年
度
〉

■平成30年度同窓会協力金
　年代別納入状況
卒業年度 人数 金　　額
昭和元年
～10年代 51 111,000

20年代 277 667,000
30年代 629 1,184,000
40年代 400 773,000
50年代 275 496,000
60年代 60 127,000

平成元年
～９年代 103 228,000

10年代 60 94,000
20年代 73 111,000
合　計 1,928 3,791,000

振込手数料
△212,940

協力金合計 3,578,060

（Ｈ30.3.16～Ｈ31.3.15）

※
別
紙
「
会
員
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
へ
続
き
ま
す
。

昭
15
卒 

堀
口（
長
谷
川
）文
子
元
会
長

令
２
・
１
・
16
逝
去

　

平
成
元
年
か
ら
平
成
九
年
ま
で
第
四
代
福

島
女
子
高
校
同
窓
会
会
長
を
務
め
ら
れ
、
百

周
年
記
念
事
業
委
員
長
と
し
て
同
窓
会
会
館

の
設
立
を
す
る
等
、
会
の
発
展
に
多
大
の
奉

献
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
お
悔
や
み

申
し
上
げ
ま
す
。
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部
活
動
報
告

部
活
動
報
告

◆

全
国
大
会
出
場
◆

囲
　
碁
　
部

▽
第
43
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
囲
碁

部
門

　

個
人
戦 

半
田
紘
太
郎

　

団
体
戦 

佐
藤
実
穂

▽
第
43
回
文
部
科
学
大
臣
杯
全
国
高
校
囲
碁

選
手
権
全
国
大
会

　

男
子
団
体
戦　
半
田
紘
太
郎　

橘　

悠
也

山
﨑
一
輝　

高
木
智
啓

　

男
子
個
人
戦 

半
田
紘
太
郎

　

女
子
団
体
戦　

佐
藤
実
穂　

青
柳
南
美

　
　
　
　
　
　
　

扇
田　

凛　

伊
藤
秋
奈

　

女
子
個
人
戦 

佐
藤
実
穂

▽
第
14
回
全
国
高
等
学
校
囲
碁
選
抜
大
会

　

男
子
団
体
戦　
半
田
紘
太
郎　

三
浦
大
輔

遠
藤　

充　

高
木
智
啓

　

男
子
９
路
盤
戦 

半
田
紘
太
郎

　

女
子
団
体
戦　

佐
藤
実
穂　

扇
田　

凛

　
　
　
　
　
　
　
菅
野
乃
恵
琉　
石
田
佳
奈
美

　

女
子
個
人
戦 

佐
藤
実
穂

　

女
子
９
路
盤
戦 

小
林
夏
芽

山
　
岳
　
部

▽
令
和
元
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会
登
山
大
会
登
山
競
技
　
団
体
男
子

　

男
子
団
体　
　

木
村
勇
翔　

安
部
陸
来

　
　
　
　
　
　
　

今
野
拓
登　

松
浦
英
輝

放
　
送
　
部

▽
第
43
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
放
送

部
門

　

ア
ナ
ウ
ン
ス 
菊
地
希
紋

▽
第
66
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
高
校
放
送
コ
ン
テ

ス
ト

　

ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門 

菊
地
希
紋

陸
　
上
　
部

▽
令
和
元
年
度
全
国
高
等
学
校
体
育
大
会
陸

上
競
技
大
会

　
秩
父
宮
賜
杯
第
72
回
全
国
高
等
学
校
陸
上

競
技
対
校
選
手
権
大
会

　
　

男
子
三
段
跳 

市
川
尚
弥

　
　

女
子
100
ｍ
ハ
ー
ド
ル 

髙
橋
美
帆

　
　

男
子
200
ｍ 

齋
藤　

陸

▽
第
75
回
国
民
体
育
大
会
陸
上
競
技

　

少
年
男
子
Ｂ
走
幅
跳 

菅
野
柊
生

　

少
年
女
子
Ａ
100
ｍ
ハ
ー
ド
ル 

髙
橋
美
帆

文
　
芸
　
部

▽
第
43
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
文
芸

部
門

　

散
文 

佐
野
帆
香

水
　
泳
　
部

▽
第
87
回
日
本
高
等
学
校
選
手
権
水
泳
競
技

大
会
競
泳
部
門

　
　

女
子
100
ｍ
平
泳
ぎ
・
女
子
200
ｍ
平
泳
ぎ

 

曲
山
陽
菜

▽
第
74
回
国
民
体
育
大
会
水
泳
競
技

　
　

女
子
100
ｍ
平
泳
ぎ
・
女
子
200
ｍ
平
泳
ぎ

 

曲
山
陽
菜

昭和26年卒　第22回 からたち木曜会　於： Ki-ichigo

な
つ
か
し
の

　
あ
の
顔
こ
の
顔

な
つ
か
し
の

　
あ
の
顔
こ
の
顔

昭和33年卒　卒寿記念　於：ホテル福島グリーンパレス

囲 碁 部山 岳 部放 送 部文 芸 部

今年度も、運動部から文化部まで幅広い分野での活躍が見られました。野での活躍が見られました

FCからたち会　於：ホテル福島グリーンパレス
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平成31年度 入試合格状況 （４月１日現在）
国　立　大　学

大　学　名 現役 過年度卒
帯広畜産大 1

北海道大 1

弘前大 1

岩手大 2

東北大 3

　文学部 3

宮城教育大 1

秋田大 2

山形大 8 1

福島大 49

　人間発達 21

　行政政策 14

　経済経営 10

　共生システム 2

　食農 2

茨城大 6

宇都宮大 5

埼玉大 3

千葉大 1

東京学芸大 1

一橋大 1

横浜国立大 1

新潟大 15

富山大 1

山梨大 1

信州大 1

静岡大 1

宮崎大 1

合　　　計 105 2

公　立　大　学
大　学　名 現役 過年度卒

釧路公立大 1

名寄市立大 1

千歳科学技大 1

宮城大 1

秋田県立大 3

会津大 5 2

福島県立医大 12 1

　医学部 1

　看護学部 11 1

群馬健康科学大 1

群馬県立女子大 1

高崎経済大 7

埼玉県立大 1

首都大学東京 1 1

新潟県立大 2

山梨県立大 1

都留文科大 3

長野大 2

長野県立大 1

岐阜薬科大 1

合　　　計 44 5

私　立　大　学
大　学　名 現役 過年度卒

札幌大 1

北海道医療大 1

酪農学園大 1

八戸工大 1

盛岡大 1

仙台大 1

東北学院大 62 5

東北工業大 8 1

東北福祉大 44

東北医科薬科大 2

宮城学院女子大 18

東北文化学園大 3

尚絅学院大 4

東北芸術工科大 2

医療創生大 3

奥羽大 3

郡山女子大 2

福島学院大 1

国際医療福祉大 11

白鷗大 8

東京福祉大 2

高崎健康福祉大 1

跡見学園女子大 3

埼玉工業大 1

城西大 3

獨協大 3

日本工業大 1

文教大 6 1

ものつくり大 1

川村学園女子大 2

淑徳大 2

城西国際大 3

聖徳大 1

千葉工業大 2 1

東京成徳大 1

秀明大 2

青山学院大 1

桜美林大 1

学習院大 1

北里大 1

杏林大 1 1

工学院大 2

國學院大 1

駒澤大 7

駒澤女子大 1

実践女子大 2

順天堂大 2

上智大 1

女子栄養大 1

白百合女子大 1

専修大 1 1

創価大 1

大正大 1

私　立　大　学
大　学　名 現役 過年度卒

大東文化大 2

拓殖大 1 1

玉川大 1

中央大 7

帝京大 2

東海大 5 2

東京家政大 1

東京工科大 2

東京女子大 1

東京女子体育大 1

東京電機大 1

東京農業大 5

東邦大 1

東洋大 3 1

日本大 5

　工学部以外 2

　工学部 3 2

日本女子大 1

法政大 2 3

武蔵野大 2

明治大 5

立教大 3

立正大 6

麻布大 1

神奈川大 7 2

神奈川工科大 1

洗足学園音楽大 1

東京工芸大 1

新潟薬科大 1

新潟食料農業大 1

帝京科学大 3

山梨学院大 1

京都先端科学大 1

京都産業大 2

立命館大 2

龍谷大 3 1

近畿大 2

関西学院大 2

奈良大 1

合　　　計 318 26

大　　学　　校
大 学 校 名 現役 過年度卒

0 0

合　　　計 0 0

短　期　大　学
短　大　名 現役 過年度卒

山形県米沢女短 3

会津大短大部 3

仙台青葉学院短 6

桜の聖母短 10

福島学院短 1

合　　　計 23 0

専 門 学 校 等
学　校　名 現役 過年度卒

北里大保健衛専 1

大原看護専 5

ポラリス保健看 2

相馬看護専 1

竹田看護専 1

大原簿記情報ビジネス専 1

ヒューマンアカデミー 1

仙台総合ペット専 1

HAL大阪 1

TAFE（留学） 1

合　　　計 15 0

就　　　　　職
就　職　先 現役 過年度卒

自営 2

合　　　計 2 0

種　　　別 現役 過年度卒
国公立大学 149 7

私立大学 318 26

大学校 0 0

短期大学 23 0

専門学校等 15 0

就職等 2 0

※表中の数字は、「合格者数」である。
※表中の「過年度卒」欄の合格者数については、報告のあった人数を示している。

昭和53年卒　いつみ会　於：祭屋湯左衛門

　

今
年
の
セ
ン
タ
ー
試
験
は
、
全
国
的
に
五
教
科
総
合
の
平
均

点
が
文
理
と
も
上
昇
し
た
中
で
、
本
校
文
系
生
徒
は
全
国
の
平

均
点
を
上
回
っ
た
も
の
の
、
理
系
生
徒
は
そ
れ
を
下
回
っ
て
し

ま
っ
た
。
厳
し
い
戦
い
が
予
想
さ
れ
た
が
、
最
終
的
な
国
公
立

大
の
合
格
者
数
は
一
四
九
名
と
な
り
、
過
去
十
年
間
を
振
り

返
っ
て
も
、
昨
年
度
に
次
ぐ
数
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
二
次
試
験

で
の
逆
転
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
要
因
と
し
て
は
、
適

切
な
二
次
出
願
や
充
実
し
た
二
次
対
策
指
導
が
で
き
た
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る
。
何
よ
り
、
三
年
生
の
生
徒
た
ち
が
卒
業
後
の
後

期
日
程
ま
で
あ
き
ら
め
ず
戦
い
続
け
て
く
れ
た
こ
と
が
大
き

い
。
大
学
別
で
は
、
県
内
の
国
公
立
大
を
は
じ
め
、
新
潟
大
や

宇
都
宮
大
等
の
関
東
の
大
学
で
も
合
格
率
が
高
か
っ
た
。
難
関

大
学
に
お
い
て
も
、
一
橋
大
、
東
北
大
、
県
立
医
大
（
医
）、

北
大
に
合
格
し
健
闘
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
今
年
は
私
立
大
学

の
定
員
厳
格
化
が
一
層
進
ん
だ
影
響
を
受
け
、
首
都
圏
の
大
学

は
国
公
立
・
私
立
と
も
に
厳
し
い
結
果
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

進
路
目
標
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
高
い

学
力
が
必
要
で
あ
る
。
二
年
次
ま
で
に
、
家
庭
で
の
学
習
習
慣

を
身
に
つ
け
、
い
か
に
基
礎
力
を
確
実
に
定
着
さ
せ
ら
れ
る
か

が
、
カ
ギ
と
な
る
。
よ
り
積
極
的
に
そ
し
て
よ
り
主
体
的
に
学

ぶ
こ
と
を
望
む
。 

（
進
路
指
導
主
事　

渡
邊　

彰
）

平
成
三
十
一
年
三
月
卒
業
生
の

　
大
学
合
格
状
況
と
次
年
度
に
向
け
て

平
成
三
十
一
年
三
月
卒
業
生
の

　
大
学
合
格
状
況
と
次
年
度
に
向
け
て

橘バレーボールBG会　於：Ki-ichigo
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なつかしき恩師
　

私
が
、
福
女
に
在
職
し
た
の
は
、
昭
和
五
十
二
年
か

ら
十
年
間
で
、以
来
四
十
余
年
の
年
月
が
た
ち
ま
し
た
。

平
成
二
年
に
定
年
退
職
し
、
そ
の
後
私
立
高
校
に
十
年

間
勤
め
ま
し
た
。
そ
の
間
に
イ
ギ
リ
ス
に
二
週
間
一
人

旅
を
し
ま
し
た
。
一
生
に
一
度
の
外
国
旅
行
と
な
り
ま

し
た
。
来
年
は
卒
寿
を
迎
え
る
齢
と
な
り
ま
し
た
。
今

は
老
躯
を
い
た
わ
り
な
が
ら
、庭
の
草
木
の
手
入
れ
や
、

家
の
雑
事
を
し
た
り
し
て
平
凡
な
毎
日
を
過
ご
し
て
い

ま
す
。

　

昨
年
の
同
窓
会
総
会
に
お
招
き
頂
き
、
当
時
の
同
僚

の
先
生
方
や
、
卒
業
生
に
再
会
で
き
、
親
し
く
歓
談
す

る
機
会
を
与
え
て
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

広
い
会
場
に
は
、大
勢
の
同
窓
生
が
出
席
さ
れ
て
お
り
、

圧
倒
さ
れ
る
思
い
で
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
半
世
紀
近
い
昔
の
福
女
で
の
思
い
出
は

漠
と
し
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
が
、
初
め
に
六
年
間
進

路
指
導
を
担
当
し
た
立
場
か
ら
記
し
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。
当
時
「
福
女
生
は
の
ん
び
り
し
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
が
、
い
ざ
と
な
る
と
入
試
は
な
ん
と
か
な
り

ま
す
よ
」
と
い
う
雰
囲
気
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
大
学
入
試
共
通
テ
ス
ト
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
が
昭

和
五
十
三
年
で
し
た
。
当
時
は
、
大
学
入
試
戦
争
と
ま

で
言
わ
れ
、
入
試
競
争
が
一
段
と
激
し
さ
を
増
し
て
い

た
時
代
で
し
た
。
本
校
で
も
、
時
勢
に
対
応
す
べ
く
、

受
験
指
導
の
強
化
を
図
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
平
常
授
業
の
一
層
の
充
実
を

基
本
と
し
て
、
早
朝
や
放
課
後
の
課
外

授
業
の
実
施
、
進
学
に
関
す
る
外
部
講

師
に
よ
る
進
学
講
演
会
、
進
路
の
手
引

の
作
成
な
ど
、
先
生
方
の
ご
協
力
で
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
徐
々
に

進
学
実
績
が
上
昇
気
運
に
向
か
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
思
い
出
深
い
の
は
、
五
十
九
年
に
卒
業
し
た
理

系
ク
ラ
ス
の
最
初
に
し
て
最
後
の
担
任
と
な
っ
て
過
ご

し
た
一
年
間
で
す
。
部
活
動
や
学
校
行
事
等
へ
の
取
り

組
み
に
積
極
的
で
、
進
路
目
標
の
達
成
に
お
い
て
も
福

女
の
良
さ
を
十
分
発
揮
し
た
ク
ラ
ス
で
し
た
。

　

最
後
に
同
窓
生
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
、
す
ば
ら
し
い

伝
統
を
繋
い
だ
橘
高
等
学
校
の
ご
発
展
と
、
輝
か
し
い

未
来
を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

〝
四
十
余
年
前
の
思
い
出
〞

渡
　
邊
　
康
　
一
　

昭
和
52

年
４
月
〜
昭
和
62

年
３
月

（
二
本
松
市
在
住
）

　
多
く
の
出
会
い
に

　
　
　
　
導
か
れ
て
今

佐
藤（
渡
辺
）玲
子
（
昭
和
51

年
卒
）

（
建
築
士
）

　

高
校
時
代
、
ぼ

ん
や
り
と
大
学
に

行
く
な
ら
学
問
を

究
め
る
と
言
う
よ

り
、
技
術
の
よ
う
な
も
の
を
体
得
す
る

為
に
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

私
の
伯
母
（
福
女
卒
）
は
当
時
ア
ク

セ
サ
リ
ー
の
お
店
を
し
な
が
ら
、
今
で

言
う
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
て
、
私

は
そ
ん
な
伯
母
に
あ
こ
が
れ
て
い
ま
し

た
。
あ
こ
が
れ
は
カ
タ
カ
ナ
職
業
へ
向

か
い
、
イ
ン
テ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
な
ら
目
指
せ
る
か
な
。
ど
こ
ま
で

　
六
六
歳
。
福
島
県
立
医
科
大
学

　
医
学
部
大
学
院
博
士
課
程
一
年
生

西
間
木（
二
宮
）ま
す
子
（
昭
和
47

年
卒
）

　
「
医
学
部
卒
業

で
し
ょ
う
」
と
思

わ
れ
る
方
も
多
い

か
も
知
れ
ま
せ
ん

が
、
大
学
は
体
育
学
部
を
卒
業
し
ま
し

た
。

西
間
木
ま
す
子
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

東
京
女
子
体
育
大
学
体
育
学
部
卒
業

福
島
県
立
医
科
大
学
医
学
部
大
学
院
修
士
課
程

修
了

現
在
同
大
学
院
博
士
課
程
一
年
に
在
籍

平
日
は
蓬
萊
町
に
、
週
末
は
須
賀
川
市
に
住
ん

で
お
り
ま
す
。

佐
藤
玲
子
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

日
本
女
子
大
学
家
政
学
部
住
居
学
科
卒
業

一
級
建
築
士

㈱
佐
藤
信
博
建
築
設
計
事
務
所

福
島
市
教
育
委
員

　

高
校
時
代
は
陸
上
部
に
所
属
し
、
部

活
部
活
の
三
年
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

勉
強
は
嫌
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
つ
い
て
い
け
ず
、
授
業
中
に
わ
か
ら

な
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
自
分
だ
け
が

理
解
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思

う
と
、質
問
が
で
き
な
い
生
徒
で
し
た
。

　

大
学
卒
業
後
は
、
福
島
県
内
の
中
学

校
と
特
別
支
援
学
校
で
保
健
体
育
科
や

特
別
支
援
学
級
の
教
員
と
し
て
五
九
歳

ま
で
勤
務
し
ま
し
た
。

　

人
生
の
転
機
は
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
画
像
を
見

な
が
ら
脳
神
経
外
科
医
が
つ
ぶ
や
い
た

「
九
十
歳
百
歳
ま
で
大
丈
夫
か
も
」
と

の
一
言
で
す
。
福
医
大
に
勤
務
し
て
い

る
教
え
子
に
何
げ
な
く
話
し
た
と
こ
ろ

「
大
学
院
に
進
ん
だ
ら
」
と
勧
め
ら
れ
、

六
三
歳
で
修
士
課
程
を
受
験
し
ま
し

た
。
社
会
人
入
試
な
の
で
小
論
文
と
面

接
で
す
が
、
医
学
分
野
は
範
囲
が
広
く

て
深
く
、
ノ
ー
ト
に
一
生
懸
命
要
点
を

書
い
て
覚
え
ま
し
た
。
入
学
後
は
「
学

も
ふ
わ
ふ
わ
し
た
女
子
高
生
で
し
た
。

　

あ
ま
り
に
も
女
子
校
の
居
心
地
が
良

す
ぎ
て
、
大
学
受
験
の
際
は
男
子
を
敵

に
回
す
共
学
を
早
々
に
あ
き
ら
め
、
女

子
大
の
家
政
学
部
住
居
学
科
に
進
学
し

ま
し
た
。
け
れ
ど
、
こ
の
住
居
学
科
が

曲
者
で
し
た
。
一
年
上
に
「
妹
島
和
世

さ
ん
」
と
言
う
、
金
沢
二
十
一
世
紀
美

術
館
な
ど
を
手
掛
け
、
今
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ａ

と
し
て
世
界
的
に
活
躍
す
る
先
輩
が
い

て
、
課
題
を
こ
な
す
う
ち
、
何
と
な
く

イ
ン
テ
リ
ア
関
係
に
進
め
た
ら
良
い
な

ぐ
ら
い
に
思
っ
て
い
た
の
に
、
ど
う
や

ら
住
居
学
科
は
建
築
士
を
目
指
さ
な

き
ゃ
な
ら
な
い
ら
し
い
と
思
わ
さ
れ
た

の
で
す
。

　

東
京
で
は
ど
う
し
て
も
「
こ
ん
な
設

計
で
は
通
用
し
な
い
の
で
は
…
」
と
い

う
思
い
で
、
福
島
市
内
の
設
計
事
務
所

に
勤
め
ま
し
た
。
結
婚
、
出
産
、
第
二

子
妊
娠
中
に
一
級
建
築
士
の
実
技
試
験

受
験
、
子
育
て
と
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し

た
。
夫
と
設
計
事
務
所
を
立
ち
上
げ
て

ま
も
な
く
、
高
校
時
代
の
担
任
関
川
正

道
先
生
が
教
頭
と
し
て
福
女
に
戻
っ
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。
創
立
一
〇
〇
周
年
記

念
事
業
で
同
窓
会
会
館
を
建
て
る
の
で

と
設
計
を
お
願
い
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ

が
た
ち
ば
な
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
で
す
。

　

た
く
さ
ん
の
出
会
い
に
導
か
れ
て
の

今
で
す
。「
空
間
は
人
の
心
に
こ
そ
影

響
す
」
を
肝
に
銘
じ
感
謝
の
思
い
で
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。

卒
業
生
の
活
躍

卒
業
生
の
活
躍

び
に
年
齢
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
」
と
、

先
生
方
に
励
ま
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い

ま
す
。
新
し
い
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
は
苦

労
も
あ
り
ま
す
が
、わ
く
わ
く
し
ま
す
。

高
校
や
大
学
時
代
に
は
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
気
持
ち
で
、
大
学
院
に
進
学
し

て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
健
康

で
長
生
き
す
る
に
は
ど
の
よ
う
に
過
ご

し
た
ら
よ
い
の
か
を
研
究
の
目
的
に
し

て
い
ま
す
。「
研
究
し
た
こ
と
は
社
会

に
還
元
す
る
」
こ
の
使
命
を
果
た
せ
る

よ
う
に
日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。
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福島グリーンパレス
（福島市太田町13－53）
TEL.024-533-1171

当番学年

卒年に０のつく学年
内　容

総　　　会
懇　親　会

会　費

5,000円

総会のお知らせ

会
津
支
部

　
橘
あ
い
づ

佐
藤（
二
階
堂
）浩
子（
昭
和
37

年
卒
）

　

毎
年
地
道
に
総
会
を
開
催
し
て
お
り

ま
す
。
こ
こ
数
年
は
会
津
若
松
市
の
ワ

シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
が
会
場
で
す
。
出
席

者
は
二
十
人
程
度
で
す
が
、
い
つ
も
ア

ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。
会
津
は

広
く
交
通
の
便
も
よ
い
と
は
い
え
ま
せ

ん
が
、
遠
く
は
昭
和
村
か
ら
の
参
加
者

も
い
ま
す
。
年
齢
差
が
あ
っ
て
も
な
ぜ

か
打
ち
解
け
、
同
級
会
と
は
異
な
る
新

川
俣
支
部

　
フ
ォ
ト
記
念
誌
作
成

昆（
舟
山
）久
美
子（
昭
和
44

年
卒
）

　

川
俣
た
ち
ば
な
会
は
、
昭
和
二
十
七

年
に
設
立
。
以
来
六
十
八
年
間
、
綿
々

と
同
窓
の
縁
を
繋
い
で
今
日
に
至
り
ま

す
。

　

令
和
元
年
の
総
会
で
、
こ
れ
ま
で
の

鮮
さ
も
あ
り
ま
す
。
会
員
そ
れ
ぞ
れ
の

人
生
が
あ
り
、
話
を
聞
き
な
が
ら
感
動

し
ま
す
。

　

余
興
を
取
り
入
れ
た
り
す
る
こ
と
も

し
ば
し
ば
で
す
。

○
フ
ラ
ダ
ン
ス
も
ど
き　

ス
カ
ー
ト

履
け
ば
い
い
気
分

○
童
心
に
か
え
っ
て
「
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
」
な
ど

　

新
名
簿
を
注
文
し
ま
し
た
の
で
、
そ

れ
を
も
と
に
案
内
し
、
会
員
を
増
や
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

史
料
や
総
会
の
写
真
、
会
員
の
在
学
時

代
の
思
い
出
等
を
寄
せ
あ
っ
て
、
フ
ォ

ト
記
念
誌
を
作
っ
て
は
ど
う
か
と
提
案

さ
れ
、
全
会
一
致
で
議
決
し
ま
し
た
。

　

さ
っ
そ
く
、
御
歳
九
十
四
を
過
ぎ
て

な
お
頭
脳
明
晰
、
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
軽
や

か
な
斎
藤
幸
子
会
長
宅
に
集
ま
り
、
編

集
を
開
始
。
会
員
の
協
力
と
、
進
化
し

続
け
る
魔
法
の
工
場
、
パ
ソ
コ
ン
を
駆

使
し
て
、
こ
の
た
び
「
川
俣
た
ち
ば
な

会
の
あ
ゆ

み
」
と
い
う

小
冊
子
を
作

成
し
ま
し

た
。
会
員
は

も
と
よ
り
、

物
故
会
員
の

お
宅
に
も
お

届
け
す
る
予

定
で
す
。

　

編
集
に
参

加
し
て
、
あ

ら
た
め
て
、

会
の
長
い
歴

史
を
実
感
し

ま
し
た
。

支
部
だ
よ
り

支
部
一
覧

支
部
名

支
　
部
　
長

卒
年

東

京

脇
山
（
渡
辺
）
亞
子

昭
46

（
事
務
局
）

小
林
（
石
田
）
文
子

昭
56

愛

知

安
藤
（
宇
津
木
）
幸
惠

昭
35

（
事
務
局
）

渡
邊
（
佐
藤
）
淳
子

昭
47

郡
山
福
桜
会

佐
藤
（
山
崎
）
久
子

昭
33

会

津

五
十
嵐
（
岩
崎
）
英
子

昭
44

（
事
務
局
）

佐
藤
（
二
階
堂
）
浩
子

昭
37

須

賀

川

須
田
（
遊
佐
）
良
子

昭
33

二
本
松
福
松
会

大
松
（
桜
田
）
良
子

昭
28

（
事
務
局
）

渡
辺
（
渡
辺
）
道
子

昭
36

本

宮

杉
内
（
高
野
）
聡
恵

昭
51

保

原

舟
山
（
栗
原
）
由
美

昭
40

川

俣

斎
藤
（
佐
藤
）
幸
子

昭
18

飯

坂

佐
々
木
（
佐
藤
）
米
子

昭
30

福
島
県
庁

た
ち
ば
な
会

吉
成
（
橘
）
宣
子

昭
59

福
島
市
役
所

た
ち
ば
な
会

香
野
（
半
野
）
さ
か
え

昭
54

（
事
務
局
）

永

島

晶

子

平
９

月
日

Ｍ
　
Ｅ
　
Ｍ
　
Ｏ

令
和
元
年

５
16

第
21
回
た
ち
ば
な
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

安
達
太
良
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
て
開
催

16
名
出
席

６～５
19～20

昭
和
35
年
卒

珊
瑚
ぽ
ら
ん
作
品
展

と
う
ほ
う
み
ん
な
の
文
化
セ
ン
タ
ー
・

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
広
場
に
て
開
催

６
２

会
津
支
部
総
会

ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
に
て
開
催

16
名
出
席

６
15

郡
山
支
部
総
会

ホ
テ
ル
ハ
マ
ツ 

中
国
レ
ス
ト
ラ
ン
胡
蝶
花
に
て
開
催

31
名
出
席

６
17

昭
和
33
年
卒
　
卒
寿
記
念66

名
出
席

７
７

川
俣
支
部
総
会

岩
代
屋
敷
大
王
に
て
開
催

18
名
出
席

９
12

昭
和
26
年
卒

22
回
か
ら
た
ち
木
曜
会

き
い
ち
ご
に
て
開
催

11
名
出
席

９
25

福
島
市
役
所
た
ち
ば
な
会
総
会

　
ホ
テ
ル
福
島
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
に
て
開
催

９
28

遠
藤
千
晶
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
古
典
芸
能
鑑

賞
会
出
演Ｎ

Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
に
て
開
催

９
29

橘
ク
ラ
ブ
バ
ス
ケ
ッ
ト
Ｏ
Ｇ
会

ロ
ー
ゼ
ン
ケ
ラ
ー
に
て
開
催

20
名
出
席

月
日

Ｍ
　
Ｅ
　
Ｍ
　
Ｏ

10

24

昭
和
36
年
卒
　
喜
寿
を
祝
う
会

　
ホ
テ
ル
福
島
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
に
て
開
催

87
名
出
席

11

２

昭
和
53
年
卒
　
い
つ
み
会

祭
屋
湯
左
衛
門
に
て
開
催

63
名
出
席

11

12

Ｆ
Ｃ
か
ら
た
ち
会
総
会

　
ホ
テ
ル
福
島
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
に
て
開
催

14
名
出
席

12

川
俣
支
部
「
川
俣
た
ち
ば
な
会
の

あ
ゆ
み
」
発
行

令
和
２
年

１
４

橘
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
Ｂ
Ｇ
会

き
い
ち
ご
に
て
開
催

40
名
出
席

１
11

平
成
30
年
卒

橘
高
校
13
期
卒
業
生
同
期
会

エ
ル
テ
ィ
に
て
開
催

172
名
出
席

１
18

遠
藤
千
晶
　
関
西
フ
ィ
ル
と
共
演

い
ず
み
ホ
ー
ル
に
て
開
催

１
22

福
島
市
役
所
た
ち
ば
な
会
研
修
会

「
星
降
る
夜
の
音
楽
会
」

ソ
プ
ラ
ノ
　
佐
藤
裕
子
さ
ん

（
昭
和
59
年
卒
）
独
唱

古
関
裕
而
記
念
館
に
て
開
催

同窓

ニ
ュ
ー
ス
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｏ

ニ
ュ
ー
ス
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｏ

激
励
金
贈
呈
式

　

七
月
十
七
日
校
長
室
に
て
全
国
大
会

出
場
者
へ
の
激
励
金
贈
呈
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
坪
井
有
子
会
長
よ
り
激
励
金

が
手
渡
さ
れ
た
あ
と
、
山
岳
部
部
長
の

木
村
勇
翔
君
が
全
国
大
会
へ
の
抱
負
を

述
べ
ま
し
た
。

激励金贈呈式
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今
年
私
共
は
最
後
と
な
る
の
で
あ
ろ

う
当
番
学
年
で
し
た
。こ
れ
ま
で
に「
還

暦
」「
古
希
」「
喜
寿
」
そ
し
て
「
傘
寿
」

を
祝
い
学
年
会
を
開
催
し
て
き
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
今
回
は
そ
の
時
の
ル
ー
ム

代
表
幹
事
が
ほ
ぼ
総
会
幹
事
と
な
り
、

準
備
会
か
ら
参
加
。
直
前
ま
で
、
体
調

不
良
、
転
倒
打
撲
等
で
出
欠
の
変
更
も

あ
り
ま
し
た
が
、
実
に
「
四
十
三
名
」

と
最
高
学
年
と
し
て
は
最
多
人
数
の
出

学

年

だ

よ

り

学

年

だ

よ

り

あ
と
が
き

◎
い
よ
い
よ
令
和
最
初
の
「
会
員
名

簿
」
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
今
後

大
い
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
第
一
面
の
見
出
し
の
写
真
を
こ
れ

ま
で
の
校
舎
風
景
か
ら
校
内
へ
移

し
、
母
校
生
の
今
の
様
子
を
伝
え

る
も
の
に
し
ま
し
た
。
ご
自
分
の

青
春
の
日
々
を
彷
彿
と
さ
れ
る
方

も
多
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

同
窓
会 
永ト

遠ワ

に
輝
き
を

清
水（
宮
下
）玲
子
（
昭
和
29

年
卒
）

恩
師 

海
野
先
生
の
思
い
出

氏
家（
宍
戸
）チ
イ
子
（
昭
和
39

年
卒
）

再
会
を
楽
し
み
に

佐
藤（
今
野
）恵
子
（
昭
和
49

年
卒
）

　

福
女
卒
業
後
、
昭
和
〜
平
成
〜
令
和

と
三
十
数
年
の
時
を
経
て
令
和
初
の
同

窓
会
総
会
。
少
人
数
の
幹
事
で
少
し
不

安
な
活
動
開
始
。
そ
の
よ
う
な
中
、
心

強
い
友
人
達
の
お
力
添
え
の
お
陰
で
、

た
く
さ
ん
の
方
々
に
ご
参
加
頂
き
、
心

よ
り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

恩
師
の
渡
辺
康
一
先
生
、
三
瓶
昌
久

先
生
、
猪
狩
正
志
先
生
に
も
お
会
い
で

き
ま
し
た
。
懐
か
し
い
顔
、
声
、
一
瞬

に
し
て
、
あ
の
制
服
を
身
に
ま
と
っ
た

ピ
カ
ピ
カ
（
笑
）
の
福
女
生
に
！
思
い

出
話
や
近
況
や
写
真
撮
影
に
、
テ
ー
ブ

ル
を
離
れ
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
校
歌
斉
唱
は
久
し
ぶ
り
な
の
に
自

然
と
歌
え
る
の
で
す
。
し
か
も
二
部
合

唱
で
！
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
恩
師
の
故
佐
藤
修
先
生

に
師
事
さ
れ
た
珠
子
さ
ん
（
平
成
三
年

卒
）
の
チ
ェ
ロ
と
同
級
生
の
桂
子
さ
ん

の
ピ
ア
ノ
伴
奏
。
選
曲
に
至
る
修
先
生

へ
の
思
い
と
お
二
人
の
奏
で
る
調
べ
は

優
し
く
、
心
に
響
く
素
晴
ら
し
い
も
の

で
し
た
。

ま
た
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
！

遠
藤（
佐
藤
）あ
つ
子
（
昭
和
59

年
卒
）

　

卒
業
後
五
十
五
年
の
歳
月
が
経
ち
ま

し
た
。
恩
師
海
野
徹
成
先
生
は
、
二
、

三
年
生
の
二
年
間
ク
ラ
ス
担
任
で
し
た
。

ま
た
、
日
本
史
を
お
習
い
し
ま
し
た
。

先
生
は
歯
に
衣
を
着
せ
な
い
物
の
言
い

方
で
、
顔
面
に
威
圧
感
さ
え
漂
っ
て
い

ま
し
た
。
乙
女
達
は
ま
と
も
に
先
生
の

顔
を
見
ら
れ
な
く
困
っ
て
い
る
と
、
心

中
を
察
し
て
、
ワ
ッ
ハ
ッ
ハ
と
笑
っ
て
楽

し
ん
で
い
る
様
子
で
し
た
。
そ
れ
で
も

何
故
か
先
生
の
お
話
は
真
を
突
い
て
来

る
の
で
、
納
得
し
て
し
ま
う
の
で
し
た
。

そ
の
よ
う
な
先
生
も
時
折
、
一
世
を
風

靡
し
た
山
本
富
士
子
を
絶
世
の
美
女
と

褒
め
称
え
て
、
目
を
細
め
て
い
ま
し
た
。

卒
業
後
、
先
生
が
同
級
会
に
出
席
し
て

く
だ
さ
っ
た
の
は
、
亡
く
な
る
一
年
前
の

一
度
だ
け
で
し
た
。
そ
の
夜
は
二
次
会
ま

　

前
回
は
十
人
足
ら
ず
の
出
席
者
。「
今

回
は
参
加
者
が
多
い
と
い
い
な
あ
。」

期
待
と
不
安
で
始
ま
っ
た
学
年
幹
事

会
。
四
十
九
年
卒
が
頑
張
る
時
…
と
各

ク
ラ
ス
の
幹
事
皆
が
心
を
一
つ
に
し
、

初
め
て
学
年
全
体
へ
の
案
内
状
送
付
、

席
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
た
ち
ま
ち
往
時
に
戻
る

が
如
く
に
旧
交
を
温
め
合
う
会
話
が
は

ず
み
ま
す
。
校
歌
斉
唱
も
懐
か
し
く
、

振
り
返
れ
ば
こ
の
校
歌
は
、母
校
が「
福

島
女
子
高
等
学
校
」
に
移
行
し
た
こ
と

に
よ
り
昭
和
二
十
六
年
、
私
共
が
入
学

の
年
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。「
高

等
女
学
校
」
の
校
歌
は
、
今
回
は
斉
唱

さ
れ
な
く
な
っ
て
お
り
、
改
め
て
時
の

流
れ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
「
も
う
一
度
最
後
の
学
年
会
は
如
何
」

の
元
気
な
声
も
出
て
お
り
ま
し
た
が
、

同
期
皆
様
方
に
は
、
ど
う
ぞ
健
や
か
な

日
々
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

に
。

で
の
長
い
時
間
お
話
が
で
き
、
楽
し
く

忘
れ
ら
れ
な
い
時
と
な
り
ま
し
た
。
先

生
の
奥
様
が
存
命
中
は
、
同
級
会
の
終

了
後
に
参
加
者
で
先
生
が
住
職
を
さ
れ

て
い
た
安
養
寺
の
お
墓
へ
参
り
、
先
生

が
好
き
だ
っ
た
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
の
花
を

手
向
け
て
来
る
の
が
恒
例
で
し
た
。
私

達
も
今
で
は
、
先
生
が
逝
去
さ
れ
た
年

齢
を
と
う
に
越
え
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

同
級
会
時
は
今
で
も
先
生
の
在
り
し
日

の
話
に
な
り
、
学
生
時
代
に
戻
し
て
頂

け
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

会
員
の
と
り
ま
と
め
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
等
々
、
総
会
へ
の
準
備
を
進
め
た
。

　

当
日
は
五
十
九
名
の
多
く
の
仲
間
が

集
い
、
四
十
五
年
ぶ
り
の
再
会
に
皆
の

笑
顔
が
輝
い
た
。
特
に
心
に
残
っ
た
の

は
、
八
島
珠
子
さ
ん
の
チ
ェ
ロ
と
鈴
木

桂
子
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
の
伴
奏
だ
っ
た
。

心
の
琴
線
に
触
れ
た
す
ば
ら
し
い
音
色

と
お
話
は
、
ま
る
で
コ
ン
サ
ー
ト
会
場

に
入
り
込
ん
だ
か
の
よ
う
な
感
動
を
覚

え
た
。

　

今
回
都
合
が
つ
か
ず
参
加
で
き
な

か
っ
た
人
達
も
十
年
後
は
、
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
し
た
よ
う
な
ワ
ク
ワ
ク
感
と
楽

し
い
時
間
を
共
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
日
常
か
ら
少
し
だ
け
離

れ
た
…
そ
れ
ぞ
れ
に
感
じ
た
素
敵
な
一

日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。

　

諸
先
輩
方
の
凛
と
し
た
お
姿
を
目
指

し
、
十
年
後
の
総
会
ま
で
健
康
で
、
そ

し
て
ま
た
笑
顔
で
お
会
い
で
き
る
こ
と

を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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会
員
メ
ッ
セ
ー
ジ

振
込
用
紙
の
通
信
欄
に
寄
せ
ら
れ
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
掲
載
し
ま
す
。

　

お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
住
所
不
明
者

の
お
名
前
を
み
て
、
お
一
人
お
一
人
の
お
顔
が

思
い
浮
か
び
ま
し
た
。

Ｓ
41

卒　

金
子（
穴
田
）量
子

　

娘
の
転
勤
で
東
京
か
ら
孫
娘
も
い
っ
し
ょ
に

来
て
高
校
３
年
間
、
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
春
、
東
京
の
大
学
に
入
り
、
今
ま
で
部
活

の
送
り
迎
え
と
か
な
つ
か
し
い
思
い
出
と
な
り

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

Ｓ
42

卒　

大
槻（
野
地
）ミ
キ
子

　

古
希
を
迎
え
る
頃
と
な
り
、
益
々
福
女
時
代

が
懐
か
し
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

Ｓ
43

卒　

川
島（
金
子
）チ
エ
子

　

な
つ
か
し
い
福
女
、
で
も
校
歌
が
思
い
出
せ

ま
せ
ん
。
歌
詞
を
の
せ
て
頂
き
た
い
の
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

Ｓ
43

卒　

横
山（
秦
野
）礼
子

　

同
窓
会
の
皆
様
と
お
会
い
す
る
こ
と
が
楽
し

み
で
す
。

Ｓ
44

卒　

山
口（
渡
辺
）洋
子

　

三
姉
妹
と
も
福
女
卒
で
す
。
長
女
の
私
が
代

表
し
て
協
力
金
を
送
り
ま
す
。
三
姉
妹
の
子
供

達
、
つ
ま
り
、
い
と
こ
達
10

名
も
成
人
。
孫
達

も
５
人
に
な
り
、
着
実
に
次
の
世
代
が
育
っ
て

い
ま
す
。

Ｓ
47

卒　

山
野（
大
宮
）紀
子

　

平
成
30

年
３
月
で
定
年
退
職
し
ま
し
た
。
働

き
方
を
ゆ
る
や
か
に
変
え
て
、
今
ま
で
で
き
な

か
っ
た
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

Ｓ
51

卒　

瀬
谷（
須
藤
）浩
子

　

い
つ
も
お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
母
校
の
発
展
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

Ｓ
51

卒　

今
井（
富
山
）伸
枝

　

皆
様
お
変
わ
り
な
く
お
過
ご
し
の
こ
と
と
思

い
ま
す
。
最
近
は
歴
史
に
興
味
が
あ
り
、
日
本

人
は
ど
こ
か
ら
き
た
の
か
、宇
宙
の
な
り
た
ち
、

世
界
の
な
り
た
ち
な
ど
の
本
を
読
ん
で
過
ご
し

て
い
ま
す
。

Ｓ
33

卒　

西
田（
西
田
）明
美

　

会
報
、楽
し
く
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

み
な
様
の
ご
活
躍
で
私
も
元
気
に
な
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

Ｓ
36

卒　

木
村（
斎
藤
）美
智
子

　

５
人
目
の
孫
の
受
験
は
我
が
母
校
で
は
な

く
、
他
校
に
志
願
。
無
事
合
格
し
て
ホ
ッ
と
し

ま
し
た
が
、
一
人
で
も
橘
高
に
入
学
し
て
ほ
し

い
と
思
っ
て
い
た
願
い
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

Ｓ
37

卒　

斉
野（
佐
藤
）厚
子

　

つ
い
に
後
期
高
齢
者
の
仲
間
。
60

年
前
に
戻

り
た
い
。
♪
信
夫
山
松
と
桜
の
あ
ぶ
く
ま
は
銀

の
さ
ざ
な
み
…
…
（
な
つ
か
し
い
な
〜
）

Ｓ
37

卒　

鈴
木（
菅
藤
）富
美
子

　
「
同
窓
」
第
69

号
の
学
年
だ
よ
り
で
、
橘
一

期
生
の
集
合
写
真
を
拝
見
し
ま
し
た
。
元
気
な

男
子
卒
業
生
も
加
わ
り
世
代
が
つ
な
が
っ
て
い

る
こ
と
を
嬉
し
く
感
じ
ま
し
た
。
東
日
本
大
震

災
後
、
県
人
会
を
立
ち
上
げ
、
ふ
る
さ
と
に
一

層
関
心
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

Ｓ
38

卒　

塚
家（
佐
藤
）テ
ル
子

　

同
窓
会
事
務
局
の
皆
様
ご
苦
労
様
で
す
。
会

報
い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

Ｓ
39

卒　

渡
辺（
井
上
）た
づ

　

母
校
や
同
窓
会
の
皆
さ
ま
の
ご
活
躍
を
知
る

た
び
、
嬉
し
く
誇
り
に
思
い
ま
す
。
ふ
る
里
が

私
の
原
点
で
す
。
少
し
で
も
大
き
く
発
展
さ
れ

る
よ
う
祈
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
応
援
し
て
お

り
ま
す
。

Ｓ
41

卒　

加
藤（
菅
原
）順
子

　

お
陰
様
で
米
寿
を
迎
え
元
気
に
す
ご
し
て
お

り
ま
す
。「
同
窓
」
69

号
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
ば
か
り
の
協

力
金
で
す
。
皆
様
の
ご
自
愛
を
お
祈
り
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

Ｓ
22

卒　

秦（
菊
地
）美
代
子

　

米
寿
を
む
か
え
、
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

感
謝
で
す
。

Ｓ
24

卒　

長
沢（
猪
本
）初
子

　

同
窓
会
役
員
の
皆
様
の
ご
活
躍
に
感
謝
申
し

あ
げ
ま
す
。
平
成
最
後
の
４
月
。
中
合
デ
パ
ー

ト
７
Ｆ
で
、
い
け
ば
な
龍
生
派
県
支
部
創
立
106

周
年
の
花
展
が
で
き
て
、
盛
会
で
喜
ん
で
お
り

ま
す
。
自
分
の
年
齢
を
考
え
、
Ｓ
・
Ｈ
・
Ｒ
と

生
き
て
驚
い
て
い
ま
す
。
皆
々
様
の
ご
健
勝
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

Ｓ
26

卒　

斎
藤（
小
川
）洋
子

　
「
同
窓
」
を
手
に
し
、
懐
か
し
い
日
を
思
い

出
し
、胸
お
ど
る
ひ
と
と
き
を
楽
し
み
ま
し
た
。

元
気
な
う
ち
に
（
81

歳
）、
ま
た
皆
さ
ん
と
お

逢
い
す
る
機
会
が
あ
っ
た
ら
な
ー
と
希
望
し
て

お
り
ま
す
。

Ｓ
31

卒　

渡
辺（
渡
辺
）満
智
子

　

い
つ
も
編
集
委
員
の
皆
様
の
御
苦
労
に
感
謝

し
な
が
ら
拝
読
致
し
て
お
り
ま
す
。
何
年
す
ぎ

て
も
福
女
の
誇
り
は
生
き
る
力
の
源
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

Ｓ
32

卒　

亀
岡（
阿
部
）武
子

　

役
員
及
び
事
務
局
の
方
々
、
い
つ
も
お
世
話

い
た
だ
い
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。「
同

窓
」
は
う
れ
し
く
拝
見
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

Ｓ
33

卒　

木
場（
中
川
）澄
子

　

い
つ
も
大
変
お
世
話
様
で
す
‼
６
月
17

日
昭

和
33

年
卒
学
年
会
た
の
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

Ｓ
33

卒　

兼
原（
薮
内
）明
子

　

子
供
達
の
助
け
を
借
り
て
元
気
に
し
て
お
り

ま
す
。

Ｓ
10

卒　

佐
藤（
佐
藤
）キ
ミ

　

五
輪
ま
で
あ
と
一
息
ぞ　

エ
ア
ロ
バ
イ
ク

97

歳
に
感
謝

Ｓ
13

卒　

浅
野（
鈴
木
）千
代

　

い
つ
の
ま
に
か
98

歳
に
な
り
ま
し
た
。
な
つ

か
し
い
福
島
の
空
で
す
。
母
校
の
皆
様
が
ん

ば
っ
て
下
さ
い
。

Ｓ
13

卒　

高
橋
（
森
）
秀

　

自
分
で
も
不
思
議
な
の
で
す
が
、
子
供
の
時

か
ら
病
気
が
ち
な
の
に
、
４
月
に
93

歳
を
迎
え

ま
す
。
眼
も
耳
も
し
っ
か
り
し
て
い
て
、
町
内

の
体
操
教
室
に
毎
週
通
い
、
現
在
458

回
を
迎
え

ま
し
た
。
皆
に
町
内
一
の
幸
せ
な
お
ば
あ
さ
ん

と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

Ｓ
18

卒　

守
屋（
石
野
）安
子

　

福
女
の
頃
の
夏
休
み
・
冬
休
み
の
日
記
が
出

て
来
て
愉
し
ん
で
読
ん
で
い
ま
す
。
誤
字
を
な

お
し
て
下
さ
っ
た
土
田
先
生
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
思
い
出
し
て
老
後
の
た
の

し
み
で
す
ね
。
元
気
に
し
て
ま
す
。

Ｓ
19

卒　

平
賀（
中
嶋
）正
子

　

２
０
２
０
年
当
番
学
年
に
な
り
ま
す
。
何
人

出
席
で
き
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
20

年
会
の

最
後
の
集
ま
り
と
し
て
出
席
で
き
た
ら
幸
せ
と

思
っ
て
ま
す
。
出
席
で
き
る
こ
と
を
夢
に
み
て

い
ま
す
。

Ｓ
20

卒　

吉
野（
針
金
）愛
子
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今
年
度
は
還
暦
同
期
会
が
あ
り
、
皆
様
、
先

生
方
に
お
会
い
で
き
る
こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま

す
。
福
島
の
よ
さ
を
再
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

Ｓ
53

卒　

土
田（
遠
藤
）桂
子

　

昨
年
の
東
京
支
部
総
会
の
お
写
真
、
嬉
し
く

な
つ
か
し
く
拝
見
致
し
ま
し
た
。

Ｓ
54

卒　

大
塚（
後
藤
）純
子

　

信
州
の
松
本
で
小
児
科
医
を
し
て
い
ま
す
。

３
人
の
娘
達
が
家
か
ら
巣
立
ち
、
少
し
余
裕
が

で
き
た
の
で
、
福
女
時
代
の
友
人
達
と
の
交
流

の
チ
ャ
ン
ス
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

Ｓ
57

卒　

宮
林（
柿
木
）麻
里

　

会
報
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
先

輩
、
後
輩
の
皆
様
の
活
躍
を
楽
し
く
拝
見
す
る

良
い
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｈ
３
卒　

久
力（
小
菅
）志
保

　

同
窓
会
会
報
の
送
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
様
の
ご
活
躍
が
と
て
も
励
み
に
な
り
ま

す
。
私
も
１
歩
ず
つ
前
へ
進
ん
で
い
け
る
よ
う

が
ん
ば
り
ま
す
。

Ｈ
13

卒　

小
川（
齋
藤
）和
歌
子

　

い
つ
も
会
報
を
作
成
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
高
校
時
代
、
陸
上
と
ス
キ
ー
に

打
ち
込
み
、
全
く
勉
強
し
な
か
っ
た
自
分
が
、

大
学
の
先
生
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
不
思
議
で

な
り
ま
せ
ん
。
何
か
に
一
生
懸
命
に
な
る
こ
と

は
、後
々
の
人
生
に
い
き
て
く
る
も
の
で
す
ね
。

育
て
て
下
さ
っ
た
先
生
方
に
感
謝
で
す
。

Ｈ
17

卒　

沖　
　
　

和　

砂

　

お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
少
し
遠
ま
わ

り
し
ま
し
た
が
、
今
、
奥
羽
大
学
歯
学
部
附
属

病
院
の
口
腔
外
科
に
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。
結

局
、
親
の
背
中
を
追
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

Ｈ
19

卒　

金　

子　

正　

慶

昭
20
卒 

二
階
堂
ミ
チ 

平
30
・
４
・
11

昭
21
卒 

浅
野　

孝
子（
浅
野
） 

平
30
・
３
・
18

昭
21
卒 

佐
藤　

暉
子（
菊
野
） 

平
28
・
８
・
３

昭
21
卒 

羽
田　

成
子（
斎
藤
） 

平
29
・
10
・
18

昭
21
卒 

泉　
　

清
子（
名
取
） 

平
30
・
12
・
９

昭
21
卒 

和
田　

英
子（
松
浦
） 

平
31
・
１
・
25

昭
21
卒 

大
橋　

光
子（
遊
佐
） 

平
31
・
４　

昭
21
卒 

山
形　

伸
子（
横
尾
） 

平
30
・
８
・
17

昭
21
卒 

綱
島　

陽
子（
伊
野
） 

平
29
・
３
・
３

昭
21
卒 

本
田　

久
子（
角
田
） 

平
30
・
３
・
16

昭
21
卒 

植
原　

静
子（
栃
窪
） 

平
29
・
７
・
31

昭
21
卒 

平
野　

一
枝（
平
野
） 

平
30
・
２
・
12

昭
22
卒 

難
波　

修
子（
佐
藤
） 

平
31
・
３
・
19

昭
22
卒 

上
山
千
惠
子（
髙
須
） 

平
30
・
７
・
５

昭
22
卒 

藤
間　

節
子（
内
池
） 

令
元
・
８
・
18

昭
22
卒 

大
熊　

史
子（
斉
藤
） 

平
30
・
10
・
23

昭
22
卒 

大
河
内
芙
美
子（
高
橋
） 

平
29
・
９　

昭
23
卒 

根
岸
テ
ツ
子（
斉
藤
） 

令
元
・
５
・
11

昭
23
卒 

浅
尾　

充
子（
浅
尾
） 

平
30
・
11
・
５

昭
23
卒 

石
田　

節
子（
片
岡
） 

平
30
・
４
・
９

昭
23
卒 

永
井
あ
や
こ（
伊
沢
） 

平
31
・
４
・
24

昭
23
卒 
舟
山　

ト
シ（
佐
藤
） 

平
30
・
６
・
20

昭
23
卒 
中
島　

蓉
子（
石
田
） 

平
31
・
２
・
11

昭
23
卒 
生
亀　

靖
子（
清
水
） 

平
30
・
12
・
25

昭
24
卒 

金
子
ミ
イ
子（
阿
部
） 

平
30
・
11　

昭
24
卒 

半
澤
喜
美
子（
佐
藤
） 

平
30
・
８
・
24

昭
24
卒 

山
田　

民
子（
渡
辺
） 

平
29
・
１
・
15

昭
24
卒 

土
屋　

春
子（
太
田
） 

平
30
・
12
・
11

昭
24
卒 

菊
池　

京
子（
小
林
） 
平
30
・
10
・
25

昭
24
卒 

亘
理　

敏
子（
近
野
） 
平
29
・
７
・
14

昭
24
卒 

鈴
木　

か
ね（
二
瓶
） 
平
30
・
12
・
21

昭
24
卒 

小
野　

テ
ル（
南
） 

令
元
・
８
・
１

昭
24
卒 

庄
司　

幹
子（
庄
司
） 

平
29
・
11
・
４

昭
24
卒 

渡
辺　

麗
子（
倉
島
） 

平
29
・
12
・
27

昭
25
卒 

金
子　

洋
子（
阿
部
） 

平
30
・
10
・
８

昭
25
卒 

斎
藤　

幸
江（
井
桁
） 

平
29
・
６
・
30

昭
25
卒 

近
内　

悌
子（
遠
藤
） 

平
29
・
１
・
２

昭
25
卒 

河
内　

光
子（
富
田
） 

平
30
・
７
・
７

昭
26
卒 

安
斎
多
以
子 

平
29
・
11
・
25

昭
26
卒 

石
田
紀
芙
子（
石
田
） 

平
30
・
２
・
26

昭
26
卒 

熊
坂　

智
子（
大
石
） 

平
31
・
１
・
31

昭
26
卒 

佐
竹　

悦
子（
小
国
） 

平
30
・
２
・
22

昭
26
卒 

角
田
恵
美
子（
北
川
） 

令
元
・
12
・
８

昭
26
卒 

長
南　

栄
子 

令
元
・
10
・
11

昭
26
卒 

田
中　

信
子（
原
） 

平
30
・
４
・
27

昭
26
卒 

関　
　
　

令（
半
沢
） 

平
30
・
６
・
20

昭
26
卒 

𠮷
田　

由
子（
渡
辺
） 

平
30
・
８
・
25

昭
26
卒 

五
十
嵐　

祥（
大
内
） 

令
元
・
７
・
26

昭
27
卒 

海
野　

照
子（
石
堂
） 

平
31
・
３
・
31

昭
34
卒 

北
村　

靖
子（
佐
藤
） 

平
30
・
６
・
14

昭
34
卒 

髙
橋　

キ
ヨ（
斉
藤
） 

平
30
・
11
・
25

昭
34
卒 

菊
地
美
智
子（
新
田
） 

平
29
・
12
・
６

昭
35
卒 

菅
野　

恵
子（
荒
井
） 

平
30
・
３
・
30

昭
35
卒 

湯
村　

敏
子（
石
川
） 

平
30　
　
　

昭
35
卒 

戸
田　

玲
子（
佐
藤
） 

令
元
・
５
・
23

昭
36
卒 

渡
辺　

節
子（
橋
本
） 

平
31
・
１
・
８

昭
36
卒 

桑
島
美
智
子（
渡
辺
） 

平
30
・
１
・
21

昭
36
卒 

杉
沢　

宇
子（
大
竹
） 

平
31
・
４
・
５

昭
36
卒 

二
瓶　

雅
子（
高
橋
） 

平
30
・
10
・
28

昭
36
卒 

黒
沢　

順
子（
鈴
木
） 

令
元
・
９
・
10

昭
36
卒 

熊
坂　

茂
子 

平
30
・
１
・
９

昭
36
卒 

阿
部
三
重
子（
桃
井
） 

平
31
・
１
・
４

昭
37
卒 

関
場　

昌
子（
林
部
） 

平
30
・
10
・
17

昭
37
卒 

粟
村　

隆
子（
遠
藤
） 

平
30
・
10
・
29

昭
37
卒 

星　
　

淑
子（
渡
辺
） 

平
29
・
１
・
21

昭
38
卒 

鈴
木
恵
美
子（
鈴
木
） 

平
30
・
７
・
22

昭
38
卒 

柳
沢　

正
子（
横
山
） 

令
元
・
８
・
31

昭
39
卒 

宮
本　

信
子（
長
沢
） 

平
30
・
11
・
24

昭
39
卒 

佐
藤　

綾
子（
島
貫
） 

平
31
・
４
・
７

昭
39
卒 

紺
野　

明
子（
鈴
木
） 

平
30
・
９
・
20

昭
40
卒 

杉
沼　

文
江（
安
斎
） 

平
25
・
12
・
６

昭
40
卒 

高
橋　

優
子（
丹
治
） 

平
22
・
８
・
４

昭
40
卒 

永
山　

悦
子（
石
幡
） 

平
31
・
１
・
26

昭
43
卒 

岡
野　

光
家（
山
田
） 

平
24
・
１
・
20

昭
43
卒 

東
海
林
清
子（
高
橋
） 

平
31
・
２
・
24

昭
43
卒 

黒
岡
美
津
子（
渡
辺
） 

平
29
・
12
・
１

昭
44
卒 

堤　

久
美
子（
発
智
） 

令
元
・
６
・
21

昭
45
卒 

池
田
志
津
子（
青
柳
） 

平
31
・
１
・
26

昭
47
卒 

村
上　

啓
子（
松
井
） 

平
30
・
12
・
13

昭
49
卒 

藤
原　

淳
子（
片
寄
） 

平
31
・
３
・
７

昭
49
卒 

内
田
美
智
子（
大
宮
） 

平
29
・
５
・
19

昭
50
卒 

澤
田　

淳
美（
大
宮
） 

平
29
・
９
・
６

昭
50
卒 

似
内
み
ど
り 

令
元
・
10
・
13

昭
51
卒 

米
山
久
美
子（
佐
藤
） 

令
元
・
６
・
14

昭
52
卒 

岩
崎　

直
子（
高
橋
） 

令
元
・
６
・
10

昭
52
卒 

渡
邉
久
美
子（
森
谷
） 

令
元
・
７
・
９

昭
52
卒 

氏
家　

ゆ
み（
丹
治
） 

平
30
・
１
・
８

昭
53
卒 

吉
野　

恭
子（
佐
藤
） 

平
30
・
10
・
24

昭
53
卒 

四
釜
千
恵
子（
松
越
） 

平
29
・
５　

昭
56
卒 

仙
浪
志
津
子 

平
30
・
６
・
27

昭
57
卒 

堀　
　

澄
江（
荒
井
） 

平
30
・
10
・
17

昭
61
卒 

計
良　

康
子 

平
31
・
４
・
26

昭
63
卒 

伊
藤
め
ぐ
み（
本
間
） 

平
29
・
12
・
５

平
９
卒 

小
上
ゆ
う
子（
田
中
） 

平
29
・
２
・
７

平
24
卒 

宮
下　

裕
暉 

平
29
・
１
・
８

昭
27
卒 

小
池　

モ
ト（
岡
崎
） 

平
30
・
10
・
27

昭
27
卒 

島
貫
ト
シ
子（
佐
久
間
） 

平
30
・
１
・
24

昭
27
卒 

安
齋　

愛
子（
佐
藤
） 

平
31
・
３
・
10

昭
27
卒 

本
多　

禮
子（
三
沢
） 

平
30
・
10
・
21

昭
27
卒 

津
田　

幸
子（
遊
佐
） 

平
31
・
２
・
14

昭
27
卒 

丸
山　

和
子（
渡
辺
） 

令
元
・
７　

昭
28
卒 

安
田　

靖
子（
今
井
） 

平
31
・
４
・
４

昭
28
卒 

斎
藤　

知
子（
上
遠
野
） 

平
30
・
３
・
24

昭
28
卒 

飯
野
眞
里
子（
斎
藤
） 

平
31
・
１
・
13

昭
28
卒 

辻　
　

艶
子（
千
葉
） 

平
29　
　
　

昭
28
卒 

鹿
俣　

祥
子（
西
山
） 

平
29
・
10
・
７

昭
28
卒 

佐
川　

久
子（
山
田
） 

平
31
・
３
・
18

昭
28
卒 

宍
戸　

恵
子（
吉
川
） 

平
29
・
７
・
８

昭
29
卒 

菅
野　

岩
子（
佐
藤
） 

平
29
・
11
・
13

昭
29
卒 

名
城　

豊
子（
鈴
木
） 

平
30
・
12
・
26

昭
29
卒 

鈴
木
ク
ミ
子（
丸
山
） 

平
29
・
６
・
７

昭
29
卒 

伏
見　

敏
子（
阿
部
） 

平
31
・
１
・
３

昭
29
卒 

玉
野
ヒ
ロ
子（
斎
藤
） 

平
31
・
１
・
25

昭
29
卒 

伊
藤　

光
子（
高
橋
） 

令
２
・
１
・
16

昭
29
卒 

松
田　

博
子（
本
多
） 

平
30
・
11
・
18

昭
29
卒 

鈴
木　

厚
子（
小
林
） 

令
元
・
12
・
24

昭
30
卒 

菊
地　

光
子（
斎
藤
） 

平
30
・
７
・
31

昭
30
卒 

郡
司　

綾
子（
大
河
内
） 

平
30
・
８　

昭
30
卒 

大
谷　
　

信（
二
階
堂
） 

平
30
・
６
・
９

昭
30
卒 

阿
部　

悦
子（
大
室
） 

平
29
・
10
・
20

昭
30
卒 

高
橋　

幸
子（
菊
田
） 

平
30
・
８
・
９

昭
30
卒 

米
野　

京
子（
菅
野
） 

平
31
・
２
・
９

昭
30
卒 

古
澤　

陽
子（
佐
藤
） 

平
29
・
１
・
６

昭
30
卒 

小
林　

絹
子（
笹
原
） 

平
30
・
５
・
25

昭
30
卒 

赤
羽　

高
子（
田
中
） 

平
29
・
８
・
16

昭
30
卒 

日
下
部
ヒ
デ（
斎
藤
） 

令
元
・
６
・
２

昭
31
卒 

三
瓶
富
士
子（
藤
城
） 

平
31
・
３
・
５

昭
31
卒 

吹
澤　

和
子（
村
上
） 

平
30
・
１
・
24

昭
31
卒 

藤
井　

徳
子（
阿
部
） 

平
30
・
７
・
10

昭
31
卒 

菊
池
志
津
賀（
荻
生
） 

令
元
・
６
・
２

昭
31
卒 

渡
辺
せ
つ
子（
加
藤
） 

平
31
・
１
・
22

昭
31
卒 

和
泉　

英
子（
根
本
） 

平
31
・
３
・
30

昭
31
卒 

渡
邉
カ
ツ
子（
佐
藤
） 

令
元
・
５
・
23

昭
32
卒 

岩
崎　

和
子（
齋
藤
） 

平
31
・
１
・
22

昭
32
卒 
鈴
木　

昭
子（
平
塚
） 

平
30
・
11
・
４

昭
32
卒 
八
木
沼
孝
子（
網
代
） 

平
29
・
11
・
20

昭
32
卒 
大
宮　

ト
キ 

平
31
・
２
・
８

昭
32
卒 

加
藤　
　

章（
丹
治
） 

平
30
・
８
・
19

昭
32
卒 

阿
部　

テ
イ 

令
元
・
５　

昭
32
卒 

佐
藤　

栄
子（
菅
野
） 

平
29
・
７
・
６

昭
32
卒 

久
保
田
三
枝
子（
小
宇
佐
） 

平
30
・
１　

昭
32
卒 

丹
治　

映
子（
佐
々
木
） 
令
元
・
８
・
９

昭
33
卒 

安
斎　

征
子 
令
元
・
９
・
13

昭
33
卒 

八
島　

睦
子（
佐
藤
） 
令
元
・
５
・
23

昭
33
卒 

佐
藤　
　

緑（
加
藤
） 

平
31
・
３
・
20

昭
34
卒 

古
川　

テ
ル（
岸
波
） 

令
元
・
６
・
１

昭
34
卒 

平
井　

康
江（
豊
島
） 

平
30
・
９
・
15

昭
34
卒 

小
櫃　

和
子（
菅
野
） 

平
30
・
10
・
24

敬
　
　
　
弔

　東京支部同窓会・懇親会を10月４日㈰12：00
から渋谷東武ホテルにて開催します。
　会費は10,000円（予定）です。
　関東地区在住の方　是非、ご参加ください。

連絡先：増永美奈子（昭56卒）
TEL：048-624-1080


